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イベント概要 

 

[企業名]  パーソルホールディングス株式会社 

 

[イベント種類] アナリスト説明会 

 

[イベント名]  アルバイト求人情報「an」サービス 終了のお知らせ 

 

[決算期]  2019 年度  第 1 四半期 

 

[日程]   2019 年 8 月 1 日 

 

[ページ数]  20 

  

[時間]   17:00 – 17:32 

（合計：32 分、登壇：11 分、質疑応答：21 分） 

 

[開催場所]  107-0062 東京都港区南青山 1-15-5 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役執行役員（財務担当）  関 喜代司（以下、関） 

 

[アナリスト名]* SMBC 日興証券株式会社    織田 浩史 

ジェフリーズ証券会社    竹内 進之介 

三菱UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社 新井 勝己 

野村證券株式会社     吉田 純平 

 *質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る  
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登壇 

 

司会：ご参加の皆様、大変長らくお待たせいたしました。これよりパーソルホールディングス株式

会社の、アルバイト求人情報 anサービス終了に関する電話会議を開催させていただきます。 

それではパーソルホールディングス様、よろしくお願いします。 

話者：皆様、本日は当社のテレカンにご参加いただき、ありがとうございます。本日の進め方です

が、まず CFOの関より、アルバイト求人情報 anサービスの終了についてご説明申し上げます。

説明に使用する資料は当社の IRページに既に掲載されておりますパワーポイントをご準備の上、

ご参加願います。 

説明終了後、質疑応答に移りたいと思います。なお電話会議の終了時刻は 17 時 30 分頃を予定し

ております。皆様、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

なお当社は情報開示の公平性を確保するため、各四半期決算期日の翌日から当該決算発表予定日ま

での一定期間をサイレント期間とさせていただいております。本日はこのサイレント期間にあたる

ため、本件以外の既存事業の決算、業績見通しに関するご質問の対応については控えさせていただ

いておりますので、あらかじめご了承ください。 

それでは、関よりご説明申し上げます。 

関：本日はご多忙のところテレカンファレンスにご参加いただき、ありがとうございます。本日取

締役会にて、リクルーティングセグメント内で事業を運営しておりました an事業の終了を決定い

たしましたので、ご説明させていただきます。 
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それでは 2 ページをご覧ください。ご存知のとおり、anは 1967 年に日刊アルバイトニュースと

して創刊し、今年で 52 年目を迎えました。日本で最も歴史のあるバイト求人情報サービスとして

市場を開拓し、多くの人と組織の最適なマッチングを提供してまいりましたが、昨今アルバイト・

パート領域の求人広告市場を取り巻く市場環境は大変厳しく、特に 2011 年以降はWEB・スマホ

時代を見据えたサービス移行などに遅れ、anの競争力は徐々に低下していきました。 

2018 年 3 月期第 4 四半期には、an事業に関連したのれんを含む固定資産の全てにあたる、約 86

億円の減損を実施いたしました。 

2019 年 3 月期におきましては、プロモーションおよびプロダクト投資を通じて an事業の再強化

を図ってまいりましたが、アルバイト・パートの市場環境は引き続き厳しく、さらなる生産性向上

には時間を要する状況にあります。 

このような背景からパーソルグループ全体の将来を見据え、an事業を終了し、より生産性の高い

doda 事業へ経営資源を集中していくことを決定いたしました。 
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今日の an事業終了は、今後の中長期的な成長に自信を持っている doda への経営資源を集中し、

ステークホルダーの皆様の期待に応える成長を実現するための、将来を見据えた前向きな決定と捉

えていただければと思います。 

doda 事業の成長の最大のボトルネックが戦力人員の増加であるため、今回の再配置により今後の

継続的な成長を見込んでおります。 

 

3 ページにつきましては昨年の 2019 年 3 月期、上期決算説明資料の再掲となりますので、本日の

説明は割愛させていただきます。 
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4 ページをご覧ください。ただ今ご説明させていただきましたとおり、直近では an事業の再強化

を図り、売上高成長率が YoYプラス 4％へプラス転換するなど、一定の成果を上げてまいりまし

たが、アルバイト・パート求人広告市場の市場環境は引き続き厳しさを増しており、anの市場シ

ェアは伸び悩んでまいりました。 

一方、正社員の転職市場におきましては 5 月の決算説明会でご説明申し上げましたとおり、前期

2019 年 3 月期の doda 人材紹介の売上高成長率は YoYでプラス 29％、doda 求人広告事業の売上

高成長率は YoYでプラス 31％と高成長を継続しております。 

正社員領域は収益性も高く、営業 1 人当たりの生産性を比較しますと doda は anの約 2 倍となっ

ております。 

将来の成長性と総合的に勘案しました結果、急成長を続けている doda の強化のため、人材を含め

た経営資源を集中し、より力強い成長を目指すことを取締役会一同で決定いたしました。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
6 

 

 

次に an事業終了に伴う業績インパクトについて、ご説明申し上げます。5 ページをご覧くださ

い。 

本年 5 月の本決算時に開示しました業績予想に対しまして、an事業の終了の影響により、売上高

に関しましてはマイナスの 100 億円、営業利益に関しましてはマイナスの 50 億円、さらに特別損

失 35 億円のインパクトを見込んでおります。 

売上高のマイナス 100 億円につきましては、an事業終了に伴う売上高の減少分マイナス 80 億

と、約 500 人の人材を doda へ再配置することに伴う一時的な生産性の低下による売上高の減少

分、マイナス 20 億を見込んでおります。 

なお ITOセグメントにおきましても調整額と相殺されるかたちではございますが、an関連の社内

受注の減少に伴い売上高が 5 億円減少する見込みでございます。 

営業利益のマイナス 50 億円につきましては、an事業終了に伴う減収影響分としてマイナス 10

億、an事業からの人員受け入れに伴う人件費の増加や戦力化に向けたトレーニング費用等の増加

により、doda の営業利益の減少分としてマイナス 38 億。ITOセグメントにおける an事業からの

人員受け入れに伴う人件費の増加等による減少分として、マイナス 2 億円を見込んでおります。 
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また特別損失の 35 億円につきましては、主に代理店様に対する doda への移行運営支援支払と、

ソフトウェア資産にかかる減損損失等によるものでございます。 

以上、an事業終了に伴うコスト面につきまして説明させていただきましたが、次ページ以降で今

期以降の業績に対するプラスの側面についてご説明させていただきます。 

 

今期の業績におきましては、先ほどご説明いたしましたとおり売上、利益面で一時的なマイナスイ

ンパクトを見込んでいますが、来期以降に関しましては anから移動した人員の戦力化に伴い、売

上増および利益貢献を見込んでおります。 

売上面につきましては 2021 年 3 月期から 2023 年の 3 月期、3 期間の累計で既存のオーガニック

成長にアドオンするかたちで人材紹介事業でプラスの 150 億、正社員向けの求人広告事業でプラ

スの 90 億の増収効果を見込んでおります。 

利益の側面に関しましては本影響に伴う営業利益マイナス 50 億、特別損失 35 億の合計を 3 年後

の 2023 年 3 月期までに回収していく見込みでございます。 

今回の an事業終了に伴う人材の再配置によって、当社のコア事業である doda の成長をさらに加

速させてまいります。 
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以上を踏まえまして、今期のグループ連結通算業績の予想を修正いたしました。7 ページをご覧く

ださい。 

今回の修正後業績予想につきましては売上高 9,900 億円、EBITDA610 億円、営業利益 430 億円と

なります。なお今回の業績予想修正には an事業終了に伴う影響のみを反映しており、既存事業の

業績見直しは行っておりません。引き続き、業績予想の達成に向けて取り組んでまいります。 
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続きまして 8 ページをご覧ください。今後のスケジュールにつきましては本日の開示後、取引先

様、代理店様には順次ご案内をしてまいります。an事業の営業終了は 9 月 27 日を予定しており、

サイトのクローズおよび an事業の終了は 11 月 25 日を想定しております。 
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最後に本日、an事業終了とともに適時開示させていただきました、自己株式の取得についてご説

明申し上げます。9 ページをご覧ください。 

今回、総額 50 億円を上限に、取得期間は明日 8 月 2 日から 12 月 30 日で、自己株式の取得額の設

定を発表させていただきました。今回の自己株式の取得の発表を通じて、an事業の終了に伴い業

績修正はいたしますが、業績影響が一過性のものであり、私どもは doda の中長期的な成長に対し

て自信を持っていることをお伝えしたいと思っております。 

最後になりますが、今回の an事業の終了は今後の中長期的な成長に自信を持っている doda へ経

営資源を集中するための前向きな決定でございます。an事業は終了いたしますが、短期労働市場

におきましてはシェアフルをはじめ、当社グループのサービスの提供を続け、求職者様の期待に応

えてまいります。 

以上簡単ではございますが、私からの説明とさせていただきます。 
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質疑応答 

 

司会：ご質問いただく方はオペレーターより指名させていただきます。 

それでは最初のご質問者をご紹介いたします。最初のご質問は SMBC 日興証券、織田様です。そ

れでは織田様、お願いします。 

織田：SMBC 日興証券の織田です。いつもお世話になります。 

関：よろしくお願いいたします。 

織田：私から二つ、お願いします。 

一つ目が、先ほど関さんから少しご説明もあったんですけれども、なぜこのタイミングだったのか

について、もう少しいただければと思います。anについてはマーケットでもやっぱり市場環境、

それから御社のポジショニングってかなり厳しいですと。早くやめるべきじゃないですかという声

も多分、2 年あるいは 3 年前ぐらいからずっとあったのかなと思ってはいるんですけれども。そこ

で今回のタイミングで決定した背景を、もう少し詳しく教えていただければというのが 1 点目で

す。 

続けて二つ目の質問にはなるんですけれども、資料の 6 ページ目にかかるところではあるんですけ

れども、anの 600 人の従業員の方の再配置についてなんですけれども。まず doda でも人材紹介

あるいはメディアって大きく二つあると思うんですけれども、それぞれどの程度配分していくの

か。それから特にその人たちの生産性、どれぐらいの移行した後で立ち上がっていくのかというタ

イミングで見ておけばいいのかということ。 

それから 6 ページ目の利益面の効果というところもあると思うんですけども、これを見る限りおそ

らく今期に再配置して、そこから来年度の期中ぐらいからある程度立ち上がって、再来年度にはも

うほぼ一人前ぐらいになるようなイメージ感を持っていたりもするんですけれども。その辺のとこ

ろを含めた再配置、どういう配分をするのかと、あるいはその後の成長の見込みがどうなるか、こ

の辺りについて質問長くなったんですけども、教えていただければと思います。 

この 2 点についてお願いします。 

関：ご質問ありがとうございます。2 点合わせまして回答させていただきたいと思います。 
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まず第 1 点目、なぜこのタイミングなのかに関してですが、まずは当 an事業を今後どうするかに

関しましては当然、継続的に我々の中では検討してまいりました。特に市場環境が大きく変化して

きた 2018 年初期から検討は開始しており、その際には当然、今回のような決定もございました

し、その他のオプションも含めて総合的に検討してきたということでございます。 

特に今回のサービスを終了するという検討について具体的に開始をしましたのは、昨年の夏から秋

ぐらいでございます。 

さらになぜこのタイミングになったのかになりますが、こちらは私どもの anの事業の推進におき

ましては、私どものみで行っている anサービスと、それから LINE 様とパートナーシップを組み

ながら進めております LINE バイトのサービス展開、両方がございます。 

後者におきましては私どもだけの影響ではなく、LINE 様に対する経営上の影響も当然ございます

ことから、こういった an事業をストップすることに関しての LINE 様との交渉とか、協議も重ね

て続けてまいりました。結果、結論としてこのタイミングまで検討をしてきたというのが、今の発

表に至った時期的な説明になろうかと思います。 

それから二つ目にご質問いただきました、anサービスに従事している従業員の再配置についてで

ございますが。大きくは全体、どう配置をするのか、それから特に営業にどれだけと合わせてご説

明します。 

まずは anサービスに従事していました私どもの従業員、約 600 名でございます。こちらをリクル

ーティングセグメント内の人材紹介事業、それから正社員向けの求人広告事業、さらには一部につ

きましてはグループ会社への異動を予定しております。 

具体的な人数としましては、まずは人材紹介事業に約 200 名。それから doda の転職サイト、求人

広告事業に約 300 名。その他グループ会社へ約 100 名という人事異動の内訳を計画してございま

す。 

ただし、このうち営業等の売上に寄与する部署、直接的に寄与する部署への異動につきましては、

doda の人材紹介事業に約 100 名。それから正社員向けの求人広告事業に約 130 名。こういった内

訳での再配置を計画してございます。 

また、そちらの再配置を行いました社員の戦力化につきましてもご質問いただいたと思いますが、

ご指摘いただきましたとおりに、今期につきましては、やはり戦力化に対して一定の期間を要す

る。すなわち研修でありますとか、いろいろなツール理解その他も含めて行うことを重点的にやっ

てまいります。 
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したがいまして今期中の戦力化には相当限定的であると考えますし、基本的に業績面に寄与してま

いりますのは来期の半ばからと私どもも考えてございます。 

以上 2 点、ご回答申し上げました。 

織田：分かりました。ありがとうございます。 

関：ありがとうございます。 

司会：次のご質問はジェフリーズ証券、竹内様です。それでは竹内様、お願いします。 

竹内：ジェフリーズ、竹内です。 

私からも二つありまして、重なっているんですけども。600 人の擁する規模感のイメージつけたく

て。今ってこの doda にかかる人員って何人ぐらいいらっしゃって、その内訳はどんなイメージに

なっているのでしょうか。 

おそらく確かリクルーティングセグメント全体だと、確か今 3,500 人ぐらいとか人がいたと認識し

ています。その中身で doda ってどんな人員構成になっているのか教えてください。 

関：ご質問ありがとうございます。まずはリクルーティングセグメント全体の人員構成は今、ご質

問の中でお話しいただきましたとおり、約 3,500 名と考えております。そのうち人材紹介に従事す

る人員が約 2,500 名弱ですね。それから anと doda の求人広告事業に関して従事しているのが約

1,000 名という内訳です。 

竹内：分かりました。もう 1 個お伺いしたいのが、23 年 3 月期時点でどのぐらいの売上を見込ん

でいるのかなんですけれども、おそらく累積利益の計画を逆算すると、多分 23 年 3 月期で今回異

動する 600 人の方がもたらす利益はおそらく 41 億円ほど見込んでいらっしゃるのかなと勝手に逆

算しました。 

売上高ってどのぐらいで見込んでいらっしゃいますかという部分と、その際に異動したその 600

人の方々の支える営業の方の生産性って、今、既存いる人員と同じレベルで組んでいらっしゃるの

か。それよりもそこはある程度保守的に、今いる既存の人員の生産性よりも低いんじゃないかとい

う前提で売上を組んでいらっしゃるのか。 

その 3 年目の売上および生産性の前提を教えてください。よろしくお願いします。 

関：まずご質問を頂戴しました売上での貢献につきましては、おおむねご試算いただいたとおりか

と思います。それから利益面の貢献につきましてはページ 6 で示しておりますとおり、累計は1年
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目で 12 億、2 年目で 44 億、3 年目で 85 億ということでございます。一応、これ以上の開示につ

きましては差し控えさせていただきたいと思います。 

それから営業人員の生産性につきましても質問を頂戴いたしましたが、一定既存の人員と同程度の

生産性を来年度のおおむね半ば以降には達成できるものと手元では試算しておりまして。そのため

の教育プランと、そういったインストールの期間を相当必要であるという認識の下、事業計画を再

構成しております。以上でございます。 

竹内：売上はそのとき、どのぐらいで見込んでいらっしゃるのですか。 

関： 6 ページ目に一応 3 カ年の増収効果、人材紹介とそれから求人広告について、おおむね累計

としては開示させていただいているんですけれども。その割合でおおむね逆算していただければ、

おおむねの数値につきましてはご類推いただけるかなと考えております。 

竹内：分かりました、ありがとうございます。 

司会：次のご質問は三菱UFJ モルガン・スタンレー証券、新井様です。それでは新井様、お願い

します。 

新井：よろしくお願いします。 

5 ページ目の業績インパクトのところが、まだ今一つよく分かっていないんですけれども。 

anのところに関しては売上が 80 億減るということで、利益がマイナス 10 億ということになって

いますが、もともと anは営業利益ベースだと赤字だったかと思うので、これがなくなることによ

る利益の営業がマイナスになるというのが、よく分からないというところと。 

あと doda のところが売上が機会損失として 20 億減るというところで、それに対しての利益計画

のマイナス 38 は、売上が減る部分の 20 と、残り 18 億が戦力化に向けたトレーニング費用の増加

という、そういう理解でいいのか。その辺りを教えてください。 

関：二つご質問いただいたと思うのですが、まずは利益のインパクトのところでございます。 

まずは anの単体での収益性に関しましては、本社費、いろんな間接費を配賦前の状態ではプラス

でございまして。そちらを見込んでのここでの利益インパクトの計算とご理解いただければと思い

ます。 
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それから doda のほうで 20 億のところについてのご質問についてですが、トップが 20 億を超えて

ボトムが 20 億超える、プラス 18 億については主には人件費の増加。おっしゃるとおり人件費が

増、プラス研修費用等がかかると考えております。 

新井：分かりました、ありがとうございます。 

関：ありがとうございました。 

司会：次のご質問は野村證券、吉田様です。それでは吉田様、お願いします。 

吉田：ご説明ありがとうございます、野村證券の吉田です。 

よろしくお願いします。質問 1 点でして、今まで anを、そうはいっても続けていらっしゃったの

は、将来人材、人の市場がどうなるかを見据えて、いろんなオプションを用意されておいて、しか

もいろんな働き方が多様化していく中で、一つブランドとして生かしていくことが将来くるんじゃ

ないかという、そういうことを想定されて残されていたと理解しておりました。 

今回終了されるということで、そういった中長期の戦略上、ここの部分をどう今は考えていらっし

ゃるのかを少し、多様な働き方に対してどういうサービスを提供していくかというところで、一つ

ブランドが減ってしまうことに関して、どういう議論が取締役会であったのかご解説いただけます

でしょうか。 

関：ご質問ありがとうございます。ただ今ご指摘いただきましたとおり、anのほうで提供してお

りましたパート・アルバイトの市場につきまして向き合うということは、私どもグループ全体とし

ては非常に重要な戦略要素というのは変わりません。したがいまして役会、その他の議論の中でも

そちらに対する向き合い方について具体的に進めていくことについても、併せて検討してまいりま

した。 

ただし今回、an事業、いわゆるアルバイト向けの求人広告事業としては撤退するわけではござい

ますが、こちらの市場領域につきましてはまずは人材派遣、短期の派遣としてのテンプスタッフと

してのサービス提供、および新たに短期間の紹介モデルでありますシェアフル、こちらを二つの大

きな柱として向き合っていくのが、まずは短期的な見方でございます。 

ただし、こちらだけで全てのご要望にお応えできるわけではございませんので、その他の新サービ

スの開発でありますとか、当然多層的なサービス提供については引き続き検討し、さらに事業投資

についても続けていくことを考えています。 
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プラスアルファで、ここまで築き上げてきました anというブランドの価値自体は非常に大きいも

のと考えており、私どもとしましてもこのブランドはきちんと固持した上で、これからのサービス

開発とともに、そのブランドの生かし方についても積極的に考えてまいりたいと考えてございま

す。 

以上でございます。 

吉田：ありがとうございます。anがなくなってしまうと、特に学生さんとか若年層へのリーチが

少し欠けてしまうところを心配しておったのですが、ブランドを残されていろんな展開を検討され

ているということですので、そちらを期待して待っております。ありがとうございます。 

関：ありがとうございます。 

司会：次のご質問は、SMBC 日興証券、織田様です。それでは織田様、お願いします。 

織田：すみません、2 回目の質問で大変恐縮なんですけれども。特別損失のところ、簡単で結構な

んですけれども、代理店への移行運営資金。これがどういったものなのかと、あとそれ以外にソフ

トウェアの減損とかもあったりもするので、この 35 億の内訳。 

それからあまりないのかもしれないんですけども、例えばソフトウェアの減損とかで固定費が来年

度以降、減るようなものがあるのかないのか。この辺りについて教えていただければと思います。 

関：ありがとうございます。まず特別損失のほうの内訳に関してでございますが、まずは移行運営

支援金として考えておりますのが約 20 億強、それからその他の損失、いわゆる減損その他が 10

億強と考えてございます。 

移行運営の支援金といいますのが、代理店様の中でも anを専業としてご提供いただいていたパー

トナー様もいらっしゃいますし、そちらを併売されている方もいらっしゃったわけですが、当然タ

ーゲットがリテールから例えば法人になることも含め、そういった方々の代理店経営をきちんとサ

ポートする。移行をサポートすることも含め、補償も含め、それらを合わせて約 20 億強という内

訳でございます。 

織田：残りの減損 10 億強の中で、来年度以降固定費が減るようなものってあったりするのか。あ

ればどの程度の金額なのか。この辺りも補足ですけども教えていただければと思います。 

関：今ご質問いただきました来年以降のインパクトにつきましては、固定費変動はございません。 

織田：了解しました。ありがとうございます。 
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司会：ご質問希望者はいらっしゃいません。関様、よろしくお願いします。 

関：それでは以上で質疑応答を終了させていただきます。皆様、本日はご参加いただき、どうもあ

りがとうございました。 

［了］ 
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